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よいひとになるために
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クオリア

私は脳科学をやっていて，皆さんとは違う専門領域な

のですが，おそらく皆さんが直感的に感じていらっしゃ

る新生児がもっているすばらしさや可能性のようなもの

は，我々の研究の中でも非常に大切なものであると思っ

ています.また，皆さんが専門とされているような医学

あるいは看護学と我々脳科学は.どういう共通点がある

かというと，対象を全体として捉えるということにつき

ると思います.

私のライフワークは，実はクオリアというものを解明

することです.クオリアというのは皆さんの意識の中に

あるさまざまな質感を表します.例えば「りんごが赤い」

とか.I水が冷たい」とか，何ともいえない質感です.

これはおそらく赤ちゃんにもあると思います.生まれた

時に.I明るい」ゃ「暗いJ.I寒い」や「冷たい」や「温
かい」のようなさまざまなクオリアを感じます.すなわ

ち，脳の 1000億の神経細胞はどのようにしてみなされ

るのかということを解明するとクオリアということにな

ります.脳はどんなに複雑だとしても物質です.その物

質に何故心が生まれるのか.心の中でなぜ様々なクオリ

アが感じられるのか，そして，人間とは何か.我々は，

いろいろ感じたり.悲しんだり，喜んだりする存在で.

単なる物質の固まりではありません.それは，赤ちゃん

の時から始まっています.心を持つことの不思議，それ

を解明することが，私が取り組む脳科学の究極の目的な

のです.そのような理由で.さまざまな人が脳科学でク

オリアの問題にチャレンジしているのです.

身体と脳のかかわり

脳の話をする前に，まず，いかに脳と身体が深く関わっ

ているかということをお話しします.感情が身体性に非

常に結びついているという面白い研究の紹介です.この

実験では.何かある特殊な洗濯ばさみのようなものを
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{史って，被験者に笑顔を作らせ，さまざまなものを見せ

てそれを評価させると， しかめ面の場合よりも点数が高

くなります.同様にしかめ面をさせておいてから，不愉

快な画面を見せると，より不愉快な反応になります.つ

まり，我々は，悲しいから泣く，楽しいから笑うという

側面と同時に，笑う動作をするから楽しくなる.悲しみ

の動作をするから悲しくなるという側面があります.要

するに，人の顔の様々な筋肉，例えば表情筋を制御する

脳の部位というのがあるのです.

また.最近.非常に注目されている研究のひとつにミ

ラーニューロンの研究があります.ミラーニューロンは，

自分が何かをする時と，他者が同じことをするのを見て

いる時と.まるで鏡を見ているように同様の活動をする

神経細胞です.このミラーニューロンを通して，自分の

行動と他人の行動が，自分や他人の心の状態を把握する

のに使われています.人聞が相手の心の状態を読みとれ

る能力というのは.人間にとって一番大事な課題のひと

つで.心の理論 (theoryof mind) といわれており，人

間の子どもだと 4歳ぐらいで発達してきます.その過程

で，やはりこの表情が非常に大事になります.例えば，

相手が笑っていると，自分のミラーニューロンの中で.

自分が笑っている時に活動する神経細胞が活動し相手

が泣き顔だと，自分の脳のミラーニューロンで，自分が

泣いている時に活動するミラーニューロンが活動しま

す.すなわち，ひとつは.自分の表情や行動のあり様が，

自分の脳活動に影響を与えます.それは，神経細胞がつ

ながっているので，当然です. もう一つは，相手の表情

や行動のあり様が.自分の気分や相手の心の状態の推定

によって.自分の脳活動に影響を与えるということです.

このように，脳はただ身体をコントロールするという

以上の非常に深いところがありますが，身体における行

動や表情は大事だということです.そのため，ぜひ，職

場などでは.笑顔を心がけていただきたい.笑顔にする

という事には二つの意味があります.自分がより楽しい

気持ちになれるということだけでなく，相手にもそうい
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う楽しい気持ちを分け与えるミラーニューロンを通し

て，つまり鏡のように相手と自分を映し出すミラー

ニューロンを通して，笑顔というのは広がっていくとい

うことです.まず.身体と脳は一体となっているという

ことをご理解いただきたい.

記憶のメカニズム

前半は記憶についてお話します.記憶の発達は.新生

児の頃から進んで行きます.世間では頭が良いというと，

単に記憶を正確に党えて再現できる人のことを言いま

す.しかし脳科学の研究で.頭が良いということは，

記憶を正確に党えておくことではなくて，記憶を編集す

る能力であることが分かつてきました.また，人間の記

憶というのは.入り口から取捨選択されているというこ

ともわかりました.これは我々が経験的によく知ってい

ることですが，脳活動としても明らかなわけです.皆さ

んに昨日，一日の出来事を思い起こしていただきたいの

ですが，なぜか，党えていることと，覚えていないこと

があると思います.例えば，私の1時間半の話でも，ほ

とんどのことは党えていないと思います. しかし 2001

年9月11日のアメリカの同時多発テロの映像をどこで

初めて見たかということは.絶対覚えていると思うので

す.

ドイツで行われた研究で，単語を記憶する課題を実行

している際の脳活動を観察した研究があります.その結

果，覚えられた時には緑色の脳活動，党えられなかった

時には赤色の脳活動が認められました.被験者は一生懸

命覚えようとしていますが，覚えようと努めているまさ

にその瞬間に毎馬の脳活動はその記憶を党えるか覚え

ないかということを選別しているのです.これは無意識

に行われていることで.意識的にはコントロールできま

せん.これらについては，以下のように考えられていま

す.外から目前に入ってきた情報に対して，同桃体を中心

とする脳の情動系の情報処理は.大脳新皮質の情報処理

よりも速いと言われているので，感情の情報処理が先に

行われる.活性化した扇桃体の影響を受けて海馬が活性

化し，重要だと思うものだけエピソード記憶として蓄え

られている.脳の許容量は限られていますので，そのよ

うな選別が行われているようです.皆さんが看護師の勉

強をされる時に経験する，覚えようとしなければ覚えら

れない.脳がいうことを聞いてくれないという現象のメ

カニズムはここにあります.しかし前述の赤と緑の脳

活動の差に関しては，まだわかっていません.

記憶の編集

脳はこのように入り口で，まず記憶を選別しますが，
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一旦入った記憶も長い間をかけて編集していきます.ま

た，脳の記憶の部位も徐々に在り方が変わっていきます.

この研究は.アメリカの一発屋の人たちの顔の写真を

使って，各年代の一発屋の人々に対する記憶が，脳のど

こに蓄えられているかを MRI装置を使って血流量の変

化で見ました.その結果，顔の認識が行われる大脳新皮

質の右側頭葉の活動と一発屋の顔の年代との聞には，き

れいな相関がありました.また，側頭葉の活動が低くて

も.一発屋の顔をちゃんと覚えていました.つまり，時

間が経つにつれて，記憶の所在が脳内で移動することや.

活動の仕方が変化することなど.長年.にわたって，記憶

というのは変容していくということがわかりました.

脳科学研究における記憶の研究で¥後悔というのは非

常におもしろい研究材料です.つまり後悔するというこ

とは.現実に起こったことだけではなくて，起こったか

もしれないことも認識しなくてはなりません.例えば.

「失望したよJ.Iがっかりしたよ」というのは，現実に

起こったことだけを認識すればよいのです.しかし後

悔するためには. Iあ~あの時，私はこういうふうにす

ればよかったのにJIあっちに行っていたらこういう人
生だ、ったのにJI今，私はこういう選択をしたからこう
いう人生になった」のように，現実と反現実の聞の比較

が伴っています.それを脳の中で、行っているのが，前頭

眼商皮質 (orbitofrontalcortex)というところだという

ことも研究で、わかってきています.これは実験自体が.

ある簡単な賭けゲームをやって. Iこっちを買ってたら

当たってたのにね」と現実と反現実の聞の比較を示しま

す.その結果，前頭眼宵皮質(目の上あたり)を欠損し

ている忠者さんは後悔しません.

s “偽の記憶シンドローム"
我々の研究グループは.EG脳波計を使って，記憶課

題がいかにお互いに影響を与えるかという研究を行って

います.この研究を通して，記憶というのは一度蓄えら

れでも，その後にもう一度呼び出されると，不安定化す

るということが徐々に明らかになってきました.偽の記

憶シンドロームは，幼児期の虐待記憶などが.カウンセ

ラーによって植え付けられてしまうという現象を言いま

す.この現象は，幼少時の記憶が呼び覚まされ，それと

近接して，カウンセラーが虐待などのキーワードを言う

と，呼び覚まされた記憶が，後からきた記憶によって影

響を受けて，不安定になることで生じます.これは今の

脳科学の記憶研究の一大トピックで.以下のことがわ

かっています.すなわち.記憶というのは.復習すれば

するほど強くなると思いがちですが，過去の記憶という

のは，呼び覚まされた時には，その後に経験したことや.

今経験していることによって書き換えられる可能性があ

るということです.これは記憶とは何かということにつ



いて非常に深い示唆を与えていると言えます.

さて，人間にとって脳があるのは，何故でしょうか.

それは生きるためであり，脳の記憶は過去のことを正確

に覚えておくためにあるのではなく，今ここから何をす

るか，今ここからどのようなことがおこるかを予想する

か，そして.今ここから未来に向けて適応するためにあ

ります.そのために必要だったら脳の記憶は書き換える

ということです.また，記憶の書き換えがおこるのは，

記憶の不安定性と関係しています.

sサパンの子どもの記憶
自閉症の子どもの一部に，サパンと言われる驚異的な

能力を示す子どもたちがいます.ナデイアという女の子

が5歳の時に.走っている馬を見て，その直後にダヴイ

ンチの絵に比べても.遜色がないというか，むしろ解剖

学的には正確で素晴らしい絵を描くわけです.サパンに

関しては，例えばロンドンの有名な事例では.BBCの

ドキュメンタリーでその子をヘリコプターに乗せてロン

ドンの上空を飛ばしてピルを見せ，降りてからそのピル

の絵を描かせると，窓の数と位置が全く正確に描かれて

いるといいます.しかしこのような自閉症のサパンの

子どもたちの言語発達や社会的なコミュニケーションの

能力は，一般的に低いのです.要するに，非常に正確に

機械的に記憶しているということ自体は，実は人間の脳

の記憶のシステムの最も大事な性質ではないということ

で，我々が今，一生懸命研究しているのはそのことです.

さらに，過去の記憶を正確に記憶しているとことが人

間の記憶の一番すごいということではありません.むし

ろ，これから生きるために記憶をどう編集して生かして

いくかという.それが一番大事なことです.これは普通

の子どもたちが描いた下手くそな絵ですが，こういう絵

ほど，人間らしさを表しているものはないということで

す.つまり，ナデイアの絵というのは，今コンピューター

でいくらでも描くことができます.しかし普通の子ど

もたちが描いた絵はコンビューターでは描けません.す

ごいですね，人間というのは.そして.実はこのような

記憶の編集のプロセスが，生まれ落ちた時から始まって

います.

s解離性同一性障害の忠者の記憶
次に解離性同一性障害についてです.昔は多重人格障

害と呼ばれていました.これは多くの場合，幼児期の虐

待が引き金となって起こるわけです.f24人のピリ一ミ

リガン」という小説があります.あの中で描かれている

ピリ一ミリガンは.24人の人格を持ちますが，お互い

の人格が記憶を共有しないで存在します.学術的に，多

重人格障害，解離性同一性障害の確定診断をするには，

時聞がかかります.しかし一人の人間に複数の人格が
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現れる症状を示す人がいらっしゃることは， どうやら間

違ではないようです.

解離性同一性障害の患者さんの脳の中で何が起こって

いるかというと，これは北欧のグループが研究した事例

ですが，実は解離性同一性障害の人格は幾つあったとし

ても，基本的には二つのカテゴリーに分かれています.

一つは自分の幼児期の虐待の記憶を思い出せる人格，も

う一つは幼児期の虐待の記憶を思い出せない人格です.

解離性同一性障害というのは結局，虐待を受けている自

分が，それを見ている自分とは別であることを確認する

ことで生き延びようとするわけです.非常に悲しい話で

す.要するに.虐待記憶を抑圧 (suppress)して.新し

い人格を作ることによってその人は生き延びるわけで

す.これは先ほどから申し上げているように.正確に覚

えていることが脳の役割ではないということです.生き

延びるためだったら人間の脳は何でもするのです.虐待

の記憶を抑圧している時に 前頭葉の右側の部位が活動

して，虐待記憶へのアクセスを抑制し記憶の想起を妨げ

ているらしいということがわかっています.この研究で

重要なのは.記憶自体は側頭連合野で行われ，その側頭

葉へのアクセスや記憶を想起することは前頭葉が制御し

ていて，脳全体が記憶のマネジメント，あるいは編集に

関わっていることです.非常にダイナミックに，記憶と

は変化しているのです.

sカプグラの妄想 (capgrasillusion) 
次に，カプグラの妄想についてです.これはカプグラ

というフランスの医者が最初に報告したので.そのよう

に呼ばれていて，自分の身近な人が突然，変なものに見

えてしまうというものです.例えば長年連れ添った妥に

対して.fあれは妻のふりをしているけども本当は妻そっ

くりのエイリアン，宇宙人が化けているのではないかJ.
あるいは「家の母親は，母親そっくりだが，本当は最先

端のロボットで母親のふりをして私を踊そうとしている

のだJというように妄想を抱くのです.なぜこのような
非常に変な妄想がおこるかというと，脳の中の扇桃体な

どの感情を司る部位にこの人達は障害があります.例え

ば，同じ場所に初めて来た時と何回も来た時では.親し

み (familiarity)の感じが違います.また，引っ越し先

で新しい部屋にはいると，鼻がつーんとするようなすご

く新鮮な気持ちを経験します.そして，ずっと住み慣れ

ていく内に段々慣れていきます.脳の中では，その場所

や人へのfamiliarityを.無意識のうちに処理しています.

このカプグラの妄想というのは，確かに顔を見ると私の

妻である，あるいは私の母であることはわかる，合理的

にはわかりますが，それに伴って生じるはずの親しみの

感情が生まれません.よく知っている人のはずなのに親

しみの感情が生まれず，矛盾が生じるので，合理化をす



日本新生児看護学会誌 Vo1.l4.No.1. 2008 

るのです.そこで，うまく辻棲を合わせようとストーリー に対して.どう適応していくかというのが，このドーパ

にないことを，無意識のうちに記憶を編集してしまい， ミンがやっている事だとわかっているのです.

その結果，カプグラの妄想というのが生まれるわけです.

今までのことをまとめると，まず，側頭葉に記憶が書

き込まれますが，最初に記憶の選別が行われています.

それから.いつどこで何があったというエピソード記憶

が蓄えられます.それが長い時間をかけて編集されて意

味記憶になります.これが，実は皆さんの仕事の現場で

学ばれている過程です.こういう患者さん，こういう新

生児がいた，こういうことがあったというエピソード記

憶がありますね.それを編集して，こういう事が大事な

のだという意味の記憶に変えていくという編集の能力が

人間の脳で一番大事なことなのです.

『偶有性Jについて

さて，後半の話になります.実は人間の脳の最もすご

い性質というのは，オープンエンド性なのです.何かと

いうと学習に限りがないということです.赤ちゃんだと

当たり前だと思うかもしれませんが，皆さんの脳もそう

です.人間の脳には完成型はなく，常に次があるのです.

人間の脳は一生学び続けます.そして，今の脳科学にお

いて非常に大事な鍵になってきているのが.r偶有性』
という概念なのです.赤ちゃんから大人への発達，今日

のテーマである「よいひとになるために」という，この

ときに一番必要なのは『偶有性Jにどのように向き合う
かなのです.

『偶有性』とは，半ば比較的予想はできるが，半ば偶

然で予想ができない，そういう出来事を指します.例え

ば，赤ちゃんがハイハイをして，伝い歩きをして，立っ

ていくという時に，自分がそれをできるかどうかわかり

ません.これが『偶有性Jです. 100%成功すると，そ
れは『偶有性Jではないのです. 2回に 1回は成功する
けど. 2回に 1回は失敗する，これは『偶有性』なので

す.例えば，今日皆さんが寿司屋に行った時に.思い通

りのネタがあった場合には，これは『偶有性』ではない

です.そうではなく.思わぬネタに出会った場合には.

これは『偶有性』です.この『偶有性Jがあるため，人
生において学び、がずっと続いていきます.人間の脳は『偶

有性』というものに対して，非常にうまい適応の進化の

過程で身につけてきました.その際に最も重要な物質が

ドーパミンという神経伝達物質です.基本的に嬉しい時

にドーパミンが出るわけです.このドーパミンというの

は，我々の情動・感情の非常に重要な要素です.また，

感情というのは現在の脳科学では，人生における不確実

性に対する適応戦略であると我々は思っています.要す

るに.r人生何が起こるかわからない」という『偶有性』

5 

g強化学習と『偶有性』

ドーパミンが関与する学習は新生児から始まっている

ので，是非.こういう見方で人間を見ると良いというお

話をしたいと思います.例えば，何かを皆さんやってい

て，その結果ドーパミンが出ます.そうすると， ドーパ

ミンが出る時にやっていた行動が，強化されるわけです.

それが強化学習です.今日この学術集会が終わって.rご
苦労様-Jってピールを飲むと.ドーパミンが出る.ビー

ルを飲むという行動が強化される.それはビールの強化

学習ですね.誰かに会う， ドーパミンが出る，もっとそ

の人に会いたくなる，これは恋愛の強化学習ですね.看

護をすると，忠者さんや家族に感謝されると嬉しいぞと，

これが看護師の強化学習です.この強化学習というのが，

人間にとって一番大事なものです.これが今日のテーマ

である「よいひとになるためにJ.人間が人として生き
ていくために一番大事なことで，簡単に言うと人間の脳

は快楽原理によって変わっていくのです.しかしその

快楽というのは.動物の本能で決まっている快楽だけで

はないで、す.例えば人間の脳の中には，利他的な他人の

ために何らかすることで喜びを感じる回路があるので

す.ですからその強化学習を進めれば.他人のために何

かをするということで，皆さんの脳はずっと幸せになる.

おそらくマザーテレサの人生というのは一生楽しかった

のではないかと思います.脳科学的に言えば，それは可

能なのです.例えば，数学者の藤原正彦さんは.ずっと

20年考えて解けない数学の問題があるのです.藤原さ

んは朝，コーヒー飲みながら.r今日は時聞があるから
あの問題を 10時間も考えるか」と，嬉しくて一人になっ

て笑ってしまうということです.数学嫌いな人には意味

がわからない，頭おかしのではないかと思うかもしれま

せんが.藤原さんの脳の中では，数学の回路についての

強化学習が成立しているわけです.

この強化学習を最も導くものが『偶有性』なのです.

できるかどうかわからないという『偶有性』です.みな

さんは，お仕事上，看護の現場というものは専門知識も

必要とされ，ほんとに勉強ということもいっぱいあって

大変だと思うのですが.学習を進める一番の方法という

のはこれです.つまり喜びを感じるような形で学習をし

なくてはいけない.そのためには，できるだけ自分のな

かで，確実に出来る事と，出来るかどうかわからない事

の割合をうまくして，その二つのバランスをうまく取る

ことが強化学習で一番大事なのです.

『偶有性Jというのをもう一度復習すると，予想でき
ることと，予想できない点が一緒に共存しているという

ことです.全部新しいことを予想できないと，パニック



になります.やはり，繰り返し同じ事をやるという事は

大事なのです.その一方で、，いつも同じ事ばかりやって

いたら，発展性がありませんこの絶妙なさじ加減こそ

が人間の脳のすごいところです.要するに，定番とサプ

ライズの組み合わせは，エンターテイメントの鉄則です

が，それは脳の学びにおいても一般原理なのです.実は

子どもの遊びというのは『偶有性』が満ちているのです.

出来るかどうかわからないけと守やってみるという.子ど

もが夢中になって遊んでいる時は，脳の中で最も高速に

学習が進んでいる状態なのです.それで，これらのこと

を我々は今，神経経済学というパラダイムの中で研究し

ているのです.

2002年にダニエル・カーネマンという先生がノーベ

ル経済学賞を受けましたが，先生の研究は. r偶有性』
のような不確実な状況の下で.人聞がどう判断し行動す

るかということです.例えば，皆さんがコンビニの冷蔵

庫の中の飲み物を買われる時に.大体2秒くらいで判断

されるということが調査で、わかっています.この2秒と

いうのは，いろんなもののきっかけになっているのです.

例えば，学校のレクチャーを 1学期間受けた生徒がおも

しろいかおもしろくないかという評価と，その先生が講

義している様子を2秒間だけ見せて「この先生の授業は

おもしろいでしょうか，おもしろくないでしょうか」と

判断をさせた結果はほとんど一致するという結果なので

す.その先生の話がおもしろいかおもしろくないかとい

うのが. 2秒でわかるのです.この2秒間の中で.人間

は判断するというのです.そこで確実な答えが出るまで

待っていることは.生物にとって，一番損だとカーネマ

ン先生は言っています.我々生物にとって時間というの

は一番貴重な資源だから， どうするか分からないで先延

ばしにするというのは最悪なのです.だから，コンビニ

の飲み物も 2秒で皆さん選ぶわけです.不確実な状況な

下での人々の判断.行動を扱う行動経済学の成果を受け

て.我々はドーパミンを中心とする成果を取り入れなが

ら，神経経済学 (neuroeconomics).つまり人間はいか

に選択し決断していくかということを経済学の今まで

の研究成果と結びつけて探求しようと研究を進めていま

す.

s赤ちゃんのアクションと『偶有性』
「正解がわかないからといって，確実に出来るかどう

かわからないからといって，選択を先延ばしにするのは

最悪である」と述べましたが，人間の脳には.アクショ

ンすることに喜ぶということがあります.例えば.新生

児のジェネラルムーヴメントです.赤ちゃんがうごうご

していますが，あれで赤ちゃんはいろんな事を学んでい

るのです.つまり，人間の脳は自分の身体の範囲がどこ

にあるかというのを，最初.知らないのです.自分の身
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体のイメージというのはあまり明確で、はなくて.うごう

ごジェネラルムーヴメントをやっているうちに発見す

る.具体的に言えば，自分の身体というのは，触るとい

うことと，触られるということが同時に起こり，これを

ダブルタッチと言います.赤ちゃんは，自分の身体や周

りを一生懸命触ることによって，自分の身体の範囲はど

こにあるのかというのを探って行って，その結果，自分

の身体の範囲を確定するわけです.そのようなことを含

めたいろんな事を赤ちゃんは学ぶわけです.

とにかく，アクションすること.動くこと自体に，人

間の脳は喜びを感じるようになっているのです.その結

果，失敗することもあるのですが.r偶有性.1.すなわち，
予想できること・出来ないことがいろいろある中で，学

ぶ事が出来るので，何もしないよりした方が人間の脳は

良いわけです.やはり人間の脳も，一番の本能は学ぶこ

となのです.それがよき人になるための最も大切な心が

けなのだろうと，私は思います.この学びのプロセスを

どう理解するかということが，我々脳科学で一番興味が

ある事で，それは前半で述べた記憶のダイナミックな書

き換えなどをすることを見てもわかるように，本当に複

雑で，豊かなのです.だから.コンビューターのような

非常に機械的な記憶のシステムと人間の脳は全く違いま

す.その違いというものが.実に味わい深いのです.

さて. r偶有性.1.何が起こるか人生わからないと言い
ながら，全く何の予想もつかないところに投げ出された

ら，我々は不安になってパニックになります. しかし

人生というのは.皆さんの人生も，私の人生もそうです

が，ある程度安定して予想出来ることと，不安定で予想

できないことをいかにうまく組み合わせるか.すなわち，

確実なものと.不確実なものといかにうまく混ぜ合わせ

て人生という『偶有性』の海に飛び込んで泳いでいくか

ということが，我々の人生の一番大事なところで.赤ちゃ

んはそれを本能的にやっているわけです.

s遊びと『偶有性』
『偶有性Jに対して，子どもというのは，うまく本能
的にやっているのです.子どもは遊ぴ好きですが.あれ

は. r偶有性Jの中で遊んでいるわけです.これは，新
生児よりもう少し上の子どもの話になります.皆さん，

コンピュータ一概念がだめな理由をご存知ですか?コン

ピューターゲームというのは，今申し上げた.r偶有性J
の設計というところで重大な欠陥があるのです.これは.

皆さんの人生の中で一番大事なことですが.r偶有性Jは，
実は自分で設計できるのです.人生で. r偶有性Jは自
分で設計する学ぴなのです.しかしコンピューターゲー

ムは，コンピューターで，ルールを作って人間の脳をそ

れに合わせるわけです.

一方，人間の脳というのは.特に子どもの遊びをよー
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く観察してご覧になればよくわかりますけれども，自分

でゲームのルールを決めているのです.例えば，僕は昔，

草野球やっていたのです.今45歳ですので，草野球を

やっていた時は王・長嶋が全盛期で，プロ野球がすごい

人気だ、ったのです.それで，我々三角ベースポールとい

うのをやっていました.要するに， 1塁， 2塁， 3塁，ホー

ムベースというのではなくて，三角形，つまり 1塁， 2 

塁.ホームベースというので、やっていました.電柱の下

が1塁，あのグランド超えたらホームランといったルー

ルを作るのです.しかも，ちょっと弱い子がくると，普

段は上投げしても，その子だけは下投げにしてあげる.

それから，三振ありなし盗塁ありなしキャッチャー

ありなしなど，いろんなルールを作ったのです.究極の

ルールは.透明ランナーというのがあるのです.人数が

足りなくて塁に立っている人が次の打席に立たなくては

いけない時に， I透明ランナー 1塁」と言うのです.そ

うすると 1塁にランナーがいることになって，次の人が

2塁打打ったら透明ランナーはホームインする.これす

ごくないですか?子どものこういう能力.例えば，女の

子が来たら嬉しいわけです.一緒にやろうみたいな.そ

ういう場合だとちょっと手加減して投げます， I偶有性」

を非常に良質なものにするために，自分でゲームのルー

ルを工夫できるという.これは驚くべき事です.

大人になって一番大事な事は，みんなが楽しく自分の

人生をいきいきできるようなルールを考えるということ

なのです.そのルールは子どもの時に遊びによって培わ

れるのです.コンビューターゲームはその自由度がなく，

全部決まっているのです.人間が合わせているだけです

から.というわけで，是非.皆さん周りにお子様がいらっ

しゃれば.何にもルールを決めないで、.とりあえず何か

与えて.子ども達が自分でルールを決めて遊ぶというそ

ういう時間帯を作ってあげたら，よい子どもになると思

います.

~ r偶有性』のバランス
『伺有性Jというのはすごく大事ですが，子どもとい
うのはもともと何も無しに生まれてきます.そのため，

先に述べた確実なことと，不確実なことのバランスが重

要と言っても，確実なものが何もないのです.どのよう

に『偶有性Jのバランスがとれているのかというと，こ
れについて非常に重要な発言をしたのが.ジョン・ボウ

ルビーというイギリスの心理学者です.ボウルピィーは

第二次世界大戦の時に，イギリスで戦争孤児のための収

容施設でボランテイアをしながら，様々な学術調査をし

て.問題などを起こしてしまう子どもは，幼少期にどう

いう特色があるかというのを研究しました.その結果，

ボウルピーが提出したのが アタッチメントセオリーと

いうものです.要するに，子どもにとって『偶有性』の
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確実な部分を与えてくれているのは親.保護者という発

見です.子どもはどんどん新しい不確実性を求めて遊び

をやったり.学んだり，挑戦したりしますが，その時に

保護者が安全基地を与えている.これを担保にして，子

どもはいろんな事にチャレンジする.その安全基地を与

えてくれる親に対して子どもは，愛着という感情を抱く

わけです.不幸にして何らかの理由で.子どもの頃にこ

の安全基地が失われていた子どもは，親との関係に深刻

な打撃を受けているだけではなく.その親の安全基地が

あって初めて安心して挑戦できるいろんなことに，挑戦

出来なくなる.その結果，ボウルビーは，子どもが親と

の関係だけで‘なく，一般的な意味での発達・発育に問題

が生じるということを発見しました.

この結果は.我々の脳の研究の情動系. ドーパミン系

の非常に興味深い視点を含んでいるわけです.皆さんも

人生がうまくいっているかどうかというのを，自分で振

り返ってみてください.それを見分ける簡単な方法が

あって，人生の『偶有性Jを皆さんが楽しんでらっしゃ
るどうかっていうことなのです.つまり，自分の人生で

仕事上でも.プライベートでも.不確実なものがあると

思います.それは.何が起こるかわかんないワクワクす

るなと楽しんでいるか，それとも不安に思っているか，

ということなのです.楽しんで、いる方は OKです.どう

ぞそのままやって下さい.一方， I私は将来どうなるの

だろう」と不安に，思っている方に， I元気になれよ」と

いうのはひょっとしたら間違っているかもしれません.

脳科学的な視点に立っと，そういう方は安全基地がない

かもしれないのです.自分にとっての安全基地，大人の

場合は，保護者がいる人もいるかもしれませんが，大人

の場合はやはり経験，知識，あるいはスキル，人間関係

などが安全基地になるわけです.安全基地があってこそ.

積極的に探索行動が出来るという知見だけは是非，覚え

ておいていただきたい.これは子どもにとって大事なだ

けでなくて，大人にもとっても大事です.つまり，逆に

言うと大人が子どもに接するときには，大人が安全基地

になるように接してあげるべきだと思うのです.過保護，

過干渉はだめだということです.過保護，過干渉は，答

えが決まっているコンビューターゲームみたいなもので

す.保護者が，あらかじめ「これが正解!JIこれはだめ!J 
というわけです.子どもはそれに合わせていくだけです.

一方，その子どもが積極的に自分で，自らいろんな事に

チャレンジすることはすばらしいですね.それを背後か

らサポートしてあげればいいのです.これが大人の責務

なのではないかと思うのです.それで我々はこういうメ

カニズムを，今，神経経済学をはじめとして.脳の感情

の働きの研究として.いろいろやっているわけです.



一人の人間として生きること

人間の脳はほんとに奥が深いです.今日は学術集会と

いうことで. どのような話をするか迷ったのですが，脳

科学の話をおいしいネタを中心にお話ししました.科学

というのは基本的に再現性と普遍性を標務しているの

で，研究発表する時はその科学的な方法論を大事にして

非常に厳しくやります.一方 一人称の人間として生き

るということは，すごく違う側面があります.一人の人

間として生きるということが，看護や医療ということを

含めた人間らしさの基本だと思います.そのために一番

大事なことが，この『偶有性jだということを僕は今信

じています.r偶有性』というのは. どんな人にも平等
にあります.例えば.ものすごい金持ちが.I今日のシャ

ンパンはドンペリにしょうか，それとも何とかにしょう

かJと考えるのと，コンビニでバイトしている若い男性
が，家への帰りに 100円ショップで.Iさあ今日の晩酌

はピールにしょうか，発抱酒にしょうか」と考えるのは.

僕は『偶有性Jにおいては変わらないと思うのです.つ

まり，みなさんの職場での環境というのも.必ずしも理

想的なものだけではないかもしれない.家庭に入ってい

る方は家庭でのいろんなことも必ずしも理想的なもので

はないかもしれない.そういうときに隣の芝生というの

は青くみえますが， どんな環境におかれでも人間の脳は

適応して.r偶有性』という意味では，実はそんなに変
わらないのです. ドーパミンはそんな恵まれた立場にい

る状態でなくても.また，どんなに大変な状態でも，そ

の状態を楽しめるのです.その時に.安心できる確実な

事と挑戦的な事・不確実な事のバランスが大事で、，そ

のバランスさえ失わなければ，個々の境遇や状況で楽し

めます.しかし自分のおかれた状況から逃げない，な

いものねだりしないという覚悟が必要です.

本当にエモーションという人間のすばらしい可能性

は，我々自身がまだ知り尽くしてないと思います.脳科

学は，人間の脳がいかにすばらしいかということをいろ

いろ探求してきましたが.まだまだわからないことが多

いのです.ただ，一つだけいえるのは，ほんとに自分の

気持ちの持ち方次第で，何歳になっても人間の脳にすば

らしい可能性があるということです.そして，その可能

性を生かすかどうかは.r偶有性Jの海に飛び込んで泳
ぐという皆さんの覚情次第であるということです.この

ことは，一つの philosophyとして申し上げているので

はなく.脳の研究の非常にハードな，エピデンスの中か

ら.だんだん見えてきているということを申し上げて，

私の話は終わりにしたいと思います.

本稿は.2007年 11月25日に行われた日本新生児看

護学会第17回学術集会特別講演をもとに作成した.
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